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飯野山（香川県）表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202604.html
webアンケートにご協力をお願いします！

▲ ビオトープ委員（社員）の皆さん ▲ 小学生を対象とした環境教育

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった
個人又は団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
令和８年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

令和８年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰
受賞者
紹介

▲ ビオトープの整備

エスペック株式会社　神戸Ｒ＆Ｄセンター （兵庫県神戸市）
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１００年後の森の未来を考えるシロの木材利用促進について
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令和７年度 治山・林道工事コンクールの実施について
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※活動ウェブページ https://www.espec.co.jp/

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/con1.html
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　同社は、「土地本来の自然の回復」をコンセプトに、外周林や屋上草地など多様な緑地を整備するほか、
敷地内外の緑地を活用した生物多様性の保全や環境教育活動にも積極的に取り組んでいます。
　地域の植生調査をもとに選定した６５種、３万本の樹木を従業員自らが植樹し、周囲の森林と連続性を持た
せた「エスペックの森」を造成するほか、地域性に配慮した草地と水辺から成るビオトープを整備し、多様な
生態系を創出しています。また、近隣の大学と連携した森づくりを学ぶセミナーの開催や地元の小学生向け
の環境教育にも取り組んでおり、地域の緑化推進のみならず幅広い年代に対する環境教育にも貢献しています。
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　日本の国土の多くは、豊かな森林につつまれています。
　林野庁では、みなさまに広く森林に親しんでいただけるよう、優れた自然景観を持ち、森林浴や
自然観察など自然とのふれあいに適した国有林を「レクリエーションの森」に設定しています。
　その中から特にお薦めする７箇所を、今月号と９月号の２回に分けてご紹介します。
　　　　　　※記事で紹介した施設やイベントの営業・開催状況については、事前に主催者のウェブサイト等でご確認ください。
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特集

レクリエーションの森
へ出かけよう!!

写真　左上：近畿中国森林管理局 高野山風景林（高野山ケーブル　提供：南海電気鉄道（株））　右上：北海道森林管理局 白金自然休養林（国設白金野営場）
左下：四国森林管理局 飯野山風景林（朝日をいただく飯野山）　右下：九州森林管理局 宮崎自然休養林（象の墓場）

ドローンによる空撮映像はこちらをご覧下さい。

◀ドローン空撮映像：林野庁

ウェブサイトでは『日本美しの森 お薦め国有林』の見どころや魅力あふれる映像をご紹介！ウェブサイトでは『日本美しの森 お薦め国有林』の見どころや魅力あふれる映像をご紹介！

レクリエーションの森のうち、特に景観が優れた９３箇所
を『日本美しの森 お薦め国有林』に選定しており、
こちらからご覧になれます。

◀レクリエーションの森：林野庁

にっぽんうつく



白金自然休養林
北海道森林管理局　上川中部森林管理署

今なお白煙を上げる十勝岳と
その泥流跡地に広がる雄大な自然

　北海道の中央に鎮座し、２,０００m級の山々が連なる大雪山系。その

南西部に位置する十勝岳連峰の主峰である十勝岳(２,０７７m)は、今

なお白煙を上げる活火山です。度重なる噴火の歴史を物語る火口群

や泥流跡地は、学術的にも極めて貴重なものとして知られています。

　この十勝岳の中腹、標高約５００m～１,０００mにかけて広がる白金

自然休養林では、過去の火山活動による泥流跡地に自然再生したアカ

エゾマツやダケカンバなどが混在する森林を見ることができます。

概要

白金白ひげの滝

北海道美瑛町

美瑛町観光ポータルサイト
https://www.biei-hokkaido.jp/ja/

国立大雪青少年交流の家
https://taisetsu.niye.go.jp/

参考URL

アクセス

　　公共交通機関の場合

旭川駅→（JR 富良野線：約３５分）→美瑛駅
旭川空港→（ふらのバス：約１５分）→美瑛駅
美瑛駅→（道北バス：約３０分）→白金温泉バス停

　　自動車の場合

旭川北 IC→（約１時間１０分）→白金温泉
旭川空港→（約４５分）→白金温泉

写真　上：「十勝岳望岳台」より十勝岳を望む　下：原生林歩道

白金自然休養林の面積は約９４６haで、緑豊かな針

広混交林が広がっています。林内には「原生林歩道（1,900

ｍ）」、「ウグイス谷歩道（３,１００ｍ）」などの遊歩道があり、野

鳥のさえずりを聞きながら森林浴、自然観察、ハイキングなどを

楽しむことができます。

十勝岳山麓の静かな林内に佇む国設白金野営場にはテントサ

イトとケビンなどがあり、木漏れ日が揺れる非日常空間の中で思

い思いの時間を過ごすことができます。

また、近隣には多くの観光客や登山者が訪れる「白金温泉」のほ

か、人気スポットの「白金青い池」や潜流瀑で有名な「白金白ひげ

の滝」があり、車で容易にアクセスできます。　　　　

　さらに、本野営場から約５kmの場所にある「十勝岳望岳台」

（標高９３０ｍ）からは十勝岳の噴煙、美瑛岳、美瑛富士など山並

みの山岳美を眺望できるとともに、十勝岳山頂を起点に美瑛岳方

面や富良野岳方面の縦走登山にもチャレンジできます。

国設白金野営場と場内のケビン

びえい

たいせつざん

とかちだけ

しろがね

せんりゅうばく しら

ぼうがくだい

びえいだけ びえいふじ

ふらのだけ

楽し
み方

楽し
み方
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高野山風景林
近畿中国森林管理局　和歌山森林管理署

一般社団法人高野町観光協会
https://www.koya.org/

霊場高野山の森
―世界遺産を形づくる高野六木の天然林―

参考URL

アクセス

　和歌山県北部に位置する高野山風景林は、１,０００m級の山々に囲まれた

標高約８００mの平坦地に広がる森林で、高野龍神国定公園にも指定さ

れています。高野山は、平安時代の初期に弘法大師（空海）によって開

かれた真言密教の聖地であり、１００以上の寺院が密集する、日本では他

に例を見ない宗教都市です。

　高野山はその歴史的・文化的価値から、ユネスコ世界文化遺産「紀伊

山地の霊場と参詣道」の一部を構成する資産として登録されており、

平成２７年には開創１,２００年というメモリアルイヤーを迎えました。

現在では参拝客や観光客が数多く訪れる国際的な景勝地となっています。

概要

コウヤマキ希少個体群保護林とコウヤマキ 不動坂口女人堂

和歌山県高野町

　風景林付近には樹齢３００年を超える針葉樹の天然林

が広がり、２.５kmの「森林セラピーロード」では、高野六木と

呼ばれるスギ・ヒノキ・アカマツ・モミ・コウヤマキ・ツガが混

在する高野山特有の森林を散策できます。特に、日本の固有種であ

るコウヤマキが群生する区域は「高野山コウヤマキ希少個体群保護

林」として指定されており、学術的にも貴重な植生が維持管理さ

れています。

　また、セラピーロードの入口には、かつて女人禁制であった時代

に、女性が祈りを捧げられるお堂として建立された「不動坂口女人

堂」があります。この女人堂は、高野山で現存する唯一の女人堂で

あり、国内でも貴重な文化財となっています。こうした史跡や森林

を巡りながら、宗教都市の歩みと、それを支えてきた豊かな自然の

歴史を併せて体感することができます。

　　公共交通機関の場合

・JR 大阪駅→（JR 環状線・特急こうや：約１００分）→　
　極楽橋駅から徒歩約２０分
・JR 大阪駅→（JR 環状線・特急こうや、高野山ケーブルカー：
約１１０分）→高野山駅

・高野山駅→（南海りんかんバス：約１５分）→金剛峯寺前
バス停から徒歩約４０分

　　自動車の場合

京奈和自動車道　かつらぎ西 IC から約４５分
大門南駐車場（無料・２００台）
※駐車場から大門バス停まで徒歩で移動（約１０分）し、
　バスへ乗車して金剛峯寺前バス停で下車（約１０分）

写真　上：高野山風景林遠景　下：森林セラピーロード

こうやさん

こうぼうだいし くうかい

さんけいみち

こうやりくぼく

ふどうざかぐちにょにん

どう

ごくらくばし

こんごうぶじ

けいなわ

駐車場無料

楽し
み方

楽し
み方

こ う や り く ぼ く

れ い じ ょ う こ う や さ ん
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　どちらの風景林も平野部から頂上まで高低差が300

～400m程度で、片道約40分程度で登ることができる幅広い

層の方々が楽しめる山となっています。

　屋島山頂からは桃太郎の鬼ヶ島のモデルとされる女木島をはじ

め、瀬戸内海の島々や行き交う船を見渡すことができます。屋島は

源平合戦の「屋島の戦い」が行われた場所でもあり、四国八十八ケ

所の札所「屋島寺」や、山上にある新屋島水族館（現在リニューア

ル工事のため、高松市内で「市場水族館」が臨時開館中）など、多

様な歴史と文化、学びの機会に触れることもでき、訪れる人々を

楽しませてくれます。

　また、飯野山山頂からは讃岐平野を見渡せ、春先には山や裾野

に広がる地域特産の桃の花を楽しむことができます。

　さらに飯野山では、過去の大雨等で荒れた登山道の整備のため

に登山者がふもとから土石を持って登り、被害箇所に土石を戻す

「一日一石運動」の活動が行われています。環境保全活動に協力

屋島風景林
飯野山風景林

四国森林管理局　香川森林管理事務所

瀬戸内の多島美と、
歴史・文化が満喫できる展望台

　香川県の北部に位置する屋島風景林と飯野山風景林では、雨風に

より柔らかい花崗岩層が先に削られ、硬いサヌカイト層が残る差別侵

食によって形成された、他の地域ではなかなか見られない独特の山体

が見られます。

　屋島は、讃岐平野からそそり立つ屏風のような形となっており、頂

上が平らなメサ地形と呼ばれる地形となっています。かつては独立し

た島でしたが、江戸時代の塩田開発等により埋め立てられ、陸続きと

なりました。

　一方、絵本に出てくるおむすび山のような円錐形（ビュート地形）を

した飯野山は、その姿から「讃岐富士」と呼ばれて親しまれています。

概要

屋島から見渡す瀬戸内海 飯野山の環境保全活動

香川県高松市・丸亀市・坂出市

「屋島」の公式観光情報サイト
- all YASHIMA＜オール屋島＞

https://www.yashima-navi.jp/jp/

飯野山 - 丸亀市公式ウェブサイト
https://www.city.marugame.lg.jp/page/3063.html

参考URL

アクセス

　　公共交通機関の場合

高松駅から琴電利用で約３０分

　　自動車の場合

高松中央 IC から車で約２０分

　　公共交通機関の場合

JR坂出駅からバスで約１時間

　　自動車の場合

坂出 IC から車で約２０分

屋島風景林 飯野山風景林

写真　上：屋島　下：朝焼けの飯野山

しながら体力づくりにもなる「一石二鳥」の活動ですの

で、ぜひご参加ください。

　山頂からの眺望を楽しんだ後には、周辺の讃岐うどんの

名店での、登山後の一杯をご堪能ください。

さかいで

いいのやまやしま

かこうがん

めぎじま

さぬき びょうぶ

楽し
み方

楽し
み方
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宮崎自然休養林
九州森林管理局　宮崎森林管理署

林野庁　九州森林管理局ウェブサイト
宮崎自然休養林「日本美しの森 お薦め国有林」
https://www.rinya.maff.go.jp/
kyusyu/kanri/rekumori/miyazaki-sizen.html

宮崎市ウェブサイト 宮崎自然休養林の紹介
https://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/
culture/tourism/1286.html

宮崎市観光サイト 加江田渓谷（宮崎自然休養林）
https://www.miyazaki-city.tourism.or.jp/spot/10134

海・山・川が織りなす景勝地

参考URL

アクセス

　宮崎市南部に位置する宮崎自然休養林は、宮崎市の中心部から南に

約16ｋｍと市街地からアクセスしやすく、双石山系と徳蘇山系、これ

らの山系に挟まれた加江田渓谷に広がるシイ類、カシ類、タブノキ等

の常緑広葉樹の天然林を中心に構成されています。また、標高509mの

双石山は原生的な照葉樹林が残る場所として、国の史跡名勝天然記念

物に指定されています。さらに、砂岩や礫岩の地層が長年侵食されて

生まれた奇岩や岩壁がそびえ立ち、独特の景観を呈しています。

　この渓谷の風景がドイツのライン渓谷に似て美しいことから「日向

ライン」と呼ばれていることもあり、毎年5月にはトレイルランニング

大会が開催されるなど、広く市民に親しまれています。

概要

特徴的な奇岩　天狗岩（巨岩地帯） 四方を大岩に囲まれたくぼ地　空池（巨大な岩の壁）

宮崎県宮崎市

写真　上：双石山から望む宮崎市街地　下：迫力満点の鏡洲万葉の滝

　　自動車の場合

JR 宮崎駅・宮崎空港から車で３０～４０分

（丸野駐車場（約１００台）を無料で利用できます） 駐車場無料

　宮崎自然休養林には、渓谷沿いのハイキングから岩場

を進む山歩きまで多様なコースが用意されています。植物相も

豊かで、宮崎県を中心に自生するキバナノホトトギスや薄紫色の

ヒュウガギボウシといった花々のほか、アオゲラやアカショウビン

などの野鳥の鳴き声も楽しめます。渓谷沿いのコースには、林業が

盛んだった往時を偲ばせるトロッコ軌道跡が残るほか、透き通った

水面が美しい「ひょうたん淵」や、硫黄分を含む冷泉が湧出する

「硫黄谷」があり、川の流れと周囲の緑を間近に感じながら散策で

きます。

　天狗の鼻に見える「天狗岩」や、四方を巨大な岩壁に囲まれた

「空池」など、ユニークな奇岩が多く見られるほか、展望所からは

宮崎市街や日向灘を一望できます。ほかにも、耳の難病に御利益が

あるとされる磐窟神社や、「田畑に撒けば豊作となる」との言い伝え

がある御神水「九平の権現水」が引かれた姥ヶ嶽神社など、地域の

歴史や信仰を今に伝える名所も残っています。さらに、休養林の近

隣の青島にある巨大な洗濯板のように見える奇岩が並ぶ「鬼の洗濯

板」や、「宮崎市自然休養村センター」の温泉を巡るのもお薦めです。

ぼろいし とくそ

れきがん

かがみずまんよう

からいけ

いわや

うばがだけここのびら ごんげんすい

楽し
み方

楽し
み方
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令
和
７
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
の
公
益
的
機
能
を
十
全
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
の
推
進
、
そ
の
他
の
事
業
実
施
に
お
け
る
施
策
効
果
を
一
層
発
現
さ
せ
る

こ
と
に
貢
献
し
た
治
山
・
林
道
工
事
で
、
民
有
林
に
お
け
る
工
事
の
模
範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
７
年
度
も
、
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
各
賞
を
決
定
し
、
２
月
17
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
工
事
を
紹
介
し
ま
す
。

TOPICS

01
主
な
工
種

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
谷
止
工
２
基

工
事
内
容

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
箇
所
に
お
い
て
東
広
島
地
区
民
有
林
直
轄
治
山

　

事
業
と
し
て
実
施
し
た
工
事

農林水産
大臣賞

黒
瀬
（
ケ-

22
ほ
か
）
渓
間
工
事

施
工
者　

廣
濱
建
設
株
式
会
社

発
注
者　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
広
島
森
林
管
理
署

治
山
工
事
部
門

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

●

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
技
術
を
活
用
し
、
施
工
性
、
安
全
性
及
び
精
度
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

●　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
関
す
る
見
学
会
を
発
注
者
及
び
他
の
事
業
者
を
対
象
に
実
施
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
効
果
に
つ
い
て
共
有
が
図
ら
れ
た
。

●

レ
ー
ル
に
沿
っ
て
型
枠
や
足
場
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ラ
イ
ド
式
型
枠

を
採
用
し
、
型
枠
を
転
用
す
る
際
の
解
体
・
再
設
置
の
省
力
化
が
図
ら
れ
た
。

●

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
（
体
に
身
に
着
け
る
カ
メ
ラ
）
を
使
用
し
た
監
督
職
員

に
よ
る
段
階
確
認
を
実
施
し
、
立
ち
会
い
時
間
の
短
縮
・
省
力
化
が
図
ら
れ
た
。

大臣賞受賞の様子

ICT施工に関する見学会を発注者及び他の事業者を対象に実施

自動追尾式トータルステーションを活用したICT建設機械の活用 レールに沿って型枠や足場を上昇させることができるスライド型枠を採用

82026.4 No.229林野



主
な
工
種

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
工
２
基

工
事
内
容

　

令
和
５
年
８
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
奥
名
寄
林
道
の
災
害
復
旧
工
事

林
道
工
事
部
門

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

●

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
技
術
を
活
用
し
、
施
工
性
、
安
全
性
及
び
精
度
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

●　

大
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
車
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
打
設
時
の
移
動
を

軽
減
し
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
た
。

●

施
工
現
場
に
ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
設
置
し
通
信
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

高
性
能
ク
ラ
ウ
ド
Ｌ
Ｔ
Ｅ
カ
メ
ラ
に
よ
り
会
社
等
と
常
時
現
地
映
像
を
共
有
し
、

安
全
管
理
の
徹
底
が
図
ら
れ
た
。

大型のコンクリート圧送車を使用した打設

地上レーザースキャナーを用いた３次元出来形管理

スターリンクを設置し通信環境確保

大臣賞受賞の様子

林
道
工
事
部
門

林
道
工
事
部
門

農林水産
大臣賞

奥
名
寄
林
道
災
害
復
旧
工
事

施
工
者　

新
谷
建
設
株
式
会
社

発
注
者　

北
海
道
森
林
管
理
局
上
川
北
部
森
林
管
理
署

林
道
工
事
部
門

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/

gyoum
u/tisanrindoconcours/koujicon.htm

l
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02TOPICS

各種緑化行事

　「みどりの月間」には、春に見られる動植物の観察会や自然教室、国営公園の無料開放等のイベントが多く行われます。

詳細については、以下のウェブサイトでご確認ください。

　また、「みどりの感謝祭」の併催行事として、５月９日～１０日に、東京都八王子市高尾にある「高尾５９９ミュージアム」

において、森や木とふれあい、クラフトや体験プログラムなどが楽しめる「みどりとふれあうフェスティバル」を開催します。

詳細は以下のウェブサイトに掲載しております。ぜひお越しください。

　毎年４月１５日から５月１４日は「みどりの月間」です。月間中は、多くの方々に森林や自然とふれあい、植樹活動
等に取り組んでいただけるよう、様々なイベントが開催されるほか、緑の募金運動が重点的に実施されます。

　「みどりの月間」を「緑の募金全国一斉強調月間」として、春の「緑の募金」運動が展開されます。

緑の募金は、国内外で行われる植樹や間伐等の森林整備や緑化を行うボランティア活動、森林を活用

した子どもたちへの森林環境教育等を支援するものです。また、災害（気象災害、地震災害、東日本大

震災、山火事）による被災地域の復旧・復興支援を目的とした森林整備や緑化等にも使われています。

　また、地元やふるさとの森づくりを支援したい方は、

各都道府県で緑の募金を行っている緑化推進委員会の

サイトに簡単にアクセスできるポータルサイトもござ

いますので、あわせてご覧ください。

ウガンダ共和国での森林保全活動 仮設住宅団地や福祉施設等への木製プランターの提供
（令和６年能登半島地震）

仮設住宅への木製収納棚の提供
（岩手県大船渡市の林野火災）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/ryokka/gekkan/

https://www.midorinokanshasai.com/

緑の募金

海岸林での植樹 森林体験学習（間伐体験） 少花粉スギ苗植樹活動

https://www.green.or.jp/bokin/furusato-green/

https://www.green.or.jp/bokin/

令和８年度

みどりの月間

102026.4 No.229林野



03TOPICS

学校推薦部門

各受賞者について

地域活動・研究部門

がんばる林業高校生表彰全国

「全国がんばる林業高校生表彰」は、将来の森林・林業を担う人材として、日々森林・林業に関する社会活動
や研究などに取り組んでいる高校生の取組を応援するため、全国林業研究グループ連絡協議会が林野庁補助事業
を活用し、令和２年度から開催しています。

愛媛県立上浮穴高等学校　福田晴真さん（３年生）
活動内容：海外研修でドイツの林業学習、第23回聞き書き甲子園
　　　　　参加、地域の有志による森づくりに定期的に参加等
取得資格：伐木等の業務に係る特別教育等
受賞歴：第76回日本学校農業クラブ全国大会意見発表分野Ⅱ類
　　　　優秀賞受賞等

熊本県立矢部高等学校  森林保全班
　　　　　　　　鳥井太賀さん、村上優太さん、山崎颯太さん、

　　　　　　　　　　橋本幸宝さん（３年生）

　　　　　　　　上村心暖さん、小柴馨さん（２年生）

テーマ：持続可能な森林づくり
　　　　～どんぐりで広げる水源林保全と国土保全の輪～
活動内容：クヌギの発芽実験、耕作放棄地の整備・苗畑活用、
　　　　　保育園や商業施設で「どんぐり植え付け教室」の
　　　　　開催、企業やNPO等と連携した取組等

　本表彰には、高校生個人の資格取得や社会活動への参画状況を評価する「学校推薦部門」と、グループ等で地域の森林・林業

の振興や課題解決を目指し取り組んでいる意欲的な活動や研究を評価する「地域活動・研究部門」の２部門があります。

　「令和７年度全国がんばる林業高校生表彰」において、「学校推薦部門」では愛媛県立上浮穴高等学校の福田晴真さんが、

「地域活動・研究部門」では熊本県立矢部高等学校の森林保全班（代表：鳥井太賀さん、村上優太さん、山崎颯太さん、橋本

幸宝さん、上村心暖さん、小柴馨さん）が、それぞれ最優秀賞である林野庁長官賞を受賞しました。

　福田さんは、将来、森をもっと多くの人が集まる場所にしたいという想いから林業に携わる公務員として働くことを目標に

定め、学校では林業の専門知識や技術を学び、学校外では職場体験や「聞き書き甲子園」への参加、地域の森づくりボラン

ティア活動などを通して社会とのつながりを築いてきました。これらのさまざまな取組が高く評価されました。

　熊本県立矢部高等学校の森林保全班は、授業で広葉樹林の役割について学んだことを活かして、未整備の森林や耕作放棄地の

増加に伴う水源かん養機能の低下といった地域が抱える課題に取り組み、クヌギを対象とした発芽試験の実施や耕作放棄地の

苗畑としての活用、保育園等での植え付け教室の開催などの、地域における持続可能な森づくりの活動が高く評価されました。

かみうけな ふくだ　　 はるま

ふくだはるま

とりい たいが むらかみ ゆうだい

うえむら しんた こしば かおる

やまさき そうた

はしもと ゆきたか

とりい  たいが むらかみ ゆうだい

うえむら しんた こしばかおる

やまさきそうた

ゆきたか

はしもと

（福田さん、小坂林野庁長官）

森林保全班の皆さん
（前列左から山崎さん、橋本さん、村上さん、鳥井さん、小柴さん、上村さん）

かみうけな
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株
式
会
社
シ
ロ
に
つ
い
て

　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
で
は
２
０
２
４
年
３
月
に
農
林
水

産
省
と
「
株
式
会
社
シ
ロ
に
お
け
る
木
材
利
用
拡

大
に
関
す
る
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」
を
締

結
し
、Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
が
建
設
す
る
建
築
物
に
お
い

て
地
域
材
を
利
用
す
る
設
計
を
基
本
と
し
、
木
造

以
外
で
の
新
築
や
改
修
に
お
い
て
も
可
能
な
範
囲

で
木
質
化
に
努
め
る
こ
と
等
の
構
想
を
掲
げ
、
限

り
あ
る
森
林
資
源
を
余
す
こ
と
な
く
活
か
す
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
４
月
北
海
道
長
沼
町
に
オ
ー
プ
ン

し
た
一
棟
貸
し
の
宿
泊
施
設
『
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
』
や
、
２
０
２
５
年
11
月
に
『
み
ん

な
の
工
場
』
の
敷
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン
『
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
』
で
は
、
林
業
家
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
購
入
し

た
木
材
を
使
用
し
、
内
外
装
だ
け
で
な
く
見
え
な

い
構
造
材
や
下
地
材
、
造
作
家
具
、
ド
ア
な
ど
に

も
活
用
し
て
い
ま
す
。『
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
』

で
は
、
建
物
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ー
ス
に
使
わ
れ

て
い
る
お
料
理
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
に
森
で
獲
れ

協
定
に
基
づ
い
た
取
組

１
０
０
年
後
の
森
の
未
来
を
考
え
る

シ
ロ
の
木
材
利
用
促
進
に
つ
い
て

会
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
質
的
な
森
の
循
環

に
向
き
合
い
、
木
材
利
用
の
取
組
に
努
め
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、『
み
ん
な
の
工
場
』
で
は
シ
ョ
ッ

プ
の
什
器
に
江
丹
別
の
シ
ラ
カ
バ
を
、
外
壁
に
は

北
竜
町
の
カ
ラ
マ
ツ
を
林
業
家
の
皆
さ
ん
か
ら

直
接
購
入
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

取り組むきっかけとなった「みんなの工場」（２０２３年４月オープン）

北海道産の木材を利用した木造の宿泊施設「MAISON SHIRO」（２０２４年４月オープン）

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
締
結
企
業
の
紹
介

株
式
会
社
シ
ロ

　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
は
「
自
分
た
ち
が
毎
日
使
い
た
い

も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
想
い
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ブ
ラ
ン
ド
で

す
。
ブ
ラ
ン
ド
誕
生
か
ら
今
年
で
17
年
目
を
迎
え

ま
す
。
私
た
ち
は
２
年
前
、
す
べ
て
の
資
源
の
価

値
を
見
つ
め
直
す「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
15
年
目
の
宣
言
」

を
掲
げ
、
地
球
や
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

２
０
２
３
年
４
月
、
創
業
の
地
で
あ
る
北
海
道

砂
川
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
『
み
ん
な
の
工
場
』
の

建
設
時
に
、
林
業
家
の
皆
さ
ん
に
出
会
い
、
彼
ら

の
考
え
に
魅
了
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
自
然
に
配
慮

し
た
間
伐
方
法
や
、
そ
の
有
効
活
用
な
ど
１
０
０

年
後
の
森
の
未
来
を
考
え
た
活
動
に
心
か
ら
共
感

し
、
何
度
も
一
緒
に
森
へ
入
り
ま
し
た
。
そ
の
出

木
材
利
用
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
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現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
の『
砂
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
』

が
『
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
』
と
名
前
を
変
え
、

２
０
２
７
年
１
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

予
定
。
併
設
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

に
お
い
て
も
、
同
様
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

森
と
真
剣
に
向
き
合
う
林
業
家
の
皆
さ
ん
と
の

今
後
の
展
望

た
肉
や
収
穫
さ
れ
た
植
物
や
実
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

森
林
づ
く
り
の
取
組
を
地
域
と
協
働
す
る
た

め
、
２
０
２
４
年
11
月
に
は
栗
山
町
と
「
ほ
っ
か

い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り
」
の
協
定
を
、
２
０

２
５
年
８
月
に
は
北
海
道
愛
別
町
と
「
愛
別
町
森

林
（
も
り
）
づ
く
り
と
活
用
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
森

林
整
備
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
加
え
、
単
に
森
の
木
材
を
使
用
す
る
だ
け
で
な

く
、Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
製
品
に
シ
ラ
カ
バ
の
樹
液
や

枝
葉
を
使
用
し
、
森
の
恵
み
を
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

と
し
て
昇
華
さ
せ
、
２
０
２
２
年
か
ら
旬
シ
リ
ー

ズ
の
「
白
樺
」
と
し
て
毎
年
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
を
育
て
る
た
め
植
栽
し
た
苗
木
が
健
や

か
に
育
つ
よ
う
、
下
層
部
に
生
え
る
雑
草
や
雑
木

を
除
去
す
る
下
刈
り
の
作
業
の
際
に
自
生
す
る
ヨ

モ
ギ
を
採
取
し
、
化
粧
品
に
し
ま
し
た
。
協
定
を

結
ん
で
い
る
愛
別
町
か
ら
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
そ
れ
ら
の
製
品
を
出
品
し
、
寄

付
者
が
ヨ
モ
ギ
の
製
品
を
受
け
取
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
地
域
へ
お
金
が
循
環
す
る
ス
キ
ー
ム
を
構
築

し
ま
し
た
。

　

お
店
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
地
域
の
木
材
を
積

極
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
４
月
に

移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

阪
急
う
め
だ
店
』
は
、
兵
庫
県
の
間
伐
材
を
あ

り
の
ま
ま
の
形
で
壁
や
什
器
に
活
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
９
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
札
幌
ス
テ
ラ
プ
レ
イ
ス
店
』

に
お
い
て
も
北
海
道
で
建
設
中
の
建
物
の
端
材
を

活
用
し
、廃
材
に
新
た
な
価
値
を
与
え
て
い
ま
す
。

愛別町森林（もり）づくりと活用に関する協定締結式建築端材や廃材により内装の木質化をした「SHIRO 札幌ステラプレイス店」

関
係
性
を
深
め
、
林
業
が
自
立
し
て
継
続
で
き

る
よ
う
木
材
を
直
接
購
入
し
続
け
な
が
ら
、
限

り
あ
る
森
林
資
源
を
余
す
こ
と
な
く
利
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
壮
大
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
森
の

恵
み
を
丸
ご
と
活
か
す
取
組
を
今
後
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

２０２７年１月にオープン予定の「ＰＡＲＫ ＳＨＩＲＯ」外観イメージ（左）と １Ｆ内装イメージ（右）

２０２７年１月、砂川市に開業予定のサービス付き高齢者向け住宅「みんなのおうち」 外観イメージ（左）と内観イメージ（右）
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２
０
２
５
年
２
〜
３
月
や
２
０
２
６
年
の
１
〜

２
月
に
は
林
野
火
災
を
報
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
林
野
火

災
の
多
く
が
火
の
不
始
末
な
ど
の
人
為
的
原
因
に

よ
る
も
の
で
す
が
、「
林
野
火
災
の
発
生
リ
ス
ク

が
高
い
の
は
ど
の
よ
う
な
状
態
の
森
林
か
？
」
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
こ
で
は
、
森
林

の
状
況
や
気
候
条
件
と
林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク
と

の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

林
野
火
災
で
は
最
初
に
地
面
の
落
葉
や
落
枝

（
林
床
可
燃
物
）
が
燃
え
始
め
ま
す
。
充
分
に
湿
っ
て

い
る
林
床
可
燃
物
は
燃
え
に
く
い
状
態
で
す
が
、

雨
の
降
っ
て
い
な
い
日
に
は
、森
林
の
地
面（
林
床
）

に
届
く
太
陽
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
林
床

可
燃
物
か
ら
水
分
が
蒸
発
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
林
床
可
燃
物
は
次
第
に
乾
燥
し
て
い
き
、
や

が
て
燃
え
や
す
い
状
態（
可
燃
状
態
）と
な
り
ま
す
。

　

森
林
に
降
り
注
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
日
射
量
）
の

   

林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク
の

評
価

林
野
火
災
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
の
は

ど
の
よ
う
な
状
態
の
森
林
か

う
ち
、
樹
木
の
葉
や
枝
に
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
地
面
ま
で
到
達
す
る
も
の
の
割
合
を
「
相

対
日
射
率
」
と
い
い
ま
す
。
葉
の
量
（
葉
量
）

が
少
な
い
場
所
で
は
相
対
日
射
率
が
大
き
く
な

り
、
林
床
可
燃
物
は
早
く
乾
燥
し
ま
す
。
ま
た
、

林
床
可
燃
物
が
20
％
以
上
の
水
分
を
含
ん
で
い

相対日射率と、充分に湿った林床可燃物が可燃状態にまで乾燥するのに要する日数の目安

日
）
も
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
葉
量

の
多
い
森
林
で
は
林
野
火
災
リ
ス
ク
が
低
い
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
森
林
で
ど

の
程
度
の
相
対
日
射
率
で
あ
る
の
か
、
雨
の
降

ら
な
い
日
が
何
日
続
く
と
充
分
に
湿
っ
た
林
床

可
燃
物
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
る
ま
で
乾
燥

森林総研の最新研究

森
林
総
合
研
究
所

1   2

● 林床に達する日射エネルギーが多い
● 林床可燃物が乾燥しやすい
● 林野火災発生危険度は高い）

樹冠が閉鎖した森林 樹冠に隙間のある森林

●林床に達する日射エネルギーが少ない
●林床可燃物が乾燥しにくい
●林野火災発生危険度は相対的に低い

（林床可燃物の含水比２０%以上では燃焼しない）

る
と
燃
え
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
総
合
研
究
所
で
は
、樹
冠
面
で
の
日
射
量
、

降
水
量
と
相
対
日
射
率
の
デ
ー
タ
か
ら
林
床
可
燃

物
の
含
水
状
態
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
モ
デ

ル
を
開
発
し
ま
し
た
。
あ
る
地
面
の
真
上
に
あ
る

葉
の
総
面
積
が
、
そ
の
地
面
の
面
積
の
何
倍
で
あ

る
か
を
示
す
「
葉
面
積
指
数
」
の
増
加
に
つ
れ
て

相
対
日
射
率
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
森

林
で
は
林
床
可
燃
物
か
ら
の
水
分
の
蒸
発
が
抑
制

さ
れ
、
年
間
で
の
林
野
火
災
発
生
危
険
日
（
林
床

可
燃
物
の
水
分
量
が
20
％
よ
り
も
少
な
く
な
る

 葉量と相対日射率、林野火災発生危険日数の関係
（玉井・後藤、２０１７）

葉量の違いが林床可燃物の燃えやすさに及ぼす影響
（森林保険センター・森林総合研究所、２０２０）
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左
の
地
図
は
、
林
床
可
燃
物
の
含
水
状
態
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
林
野
火
災
発
生
危
険
日

林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク
の

地
域
性

　

今
回
は
林
野
火
災
発
生
リ
ス
ク
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。
林
野
火
災
は
風
が
強
い
時
ほ
ど
、
燃

え
方
が
激
し
く
な
り
、
あ
る
い
は
広
範
囲
に
燃
え

広
が
り
や
す
く
な
っ
て
、
被
害
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
森
林
で
、
風
が
強
い
時
に
被
害

が
大
き
く
な
り
や
す
い
の
か
、
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
。

お
わ
り
に

相対日射率が２０％程度の森林（２０年生のスギ・ヒノキ林）

相対日射率３％程度の森林（５０年生のスギ・ヒノキ林）

林野火災発生危険日数の推定値を示した地図
（森林保険センター・森林総合研究所、２０２０）
実際に存在している森林ではなく、同じ相対日射率を持った　　
森林が一様に存在していると仮定した場合の危険日数。

相対日射率５０％程度の森林（落葉している広葉樹林）

す
る
の
か
、
を
示
し
て
い
ま
す
。
新
植
地
や
落
葉

し
て
い
る
広
葉
樹
林
と
い
っ
た
葉
量
が
ほ
と
ん
ど

な
い
相
対
日
射
率
50
％
の
森
林
で
は
、
わ
ず
か
３

日
で
林
床
可
燃
物
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
る
ま

で
乾
燥
し
ま
す
。
一
方
、
50
年
生
以
上
の
ス
ギ
林

の
よ
う
な
葉
量
の
多
い
相
対
日
射
率
３
％
の
森
林

で
は
、
燃
え
や
す
い
状
態
に
乾
燥
す
る
ま
で
60
日

程
度
を
要
し
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
12
月
〜
２
０
２
５
年
３
月
や
２
０

２
５
年
12
月
〜
２
０
２
６
年
１
月
は
、
太
平
洋
岸

な
ど
の
広
い
範
囲
で
降
水
量
が
極
端
に
少
な
い
状

態
で
し
た
。
本
来
な
ら
林
床
可
燃
物
が
滅
多
に
燃

え
や
す
い
状
態
に
ま
で
乾
燥
し
な
い
よ
う
な
葉
量

の
多
い
森
林
に
お
い
て
す
ら
、
こ
の
期
間
で
は
燃

え
や
す
い
状
態
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
５
年
２
〜
３
月
と
２
０
２
６
年
１
〜
２
月
に

大
規
模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
た
の
は
、
直
前
の

１
，
２
か
月
の
間
に
お
い
て
極
端
に
降
水
量
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
葉
量
が
多
く
相
対
日
射
率
の
低

い
林
分
を
含
め
、
流
域
全
体
の
様
々
な
林
分
で
林

床
可
燃
物
が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
日
数
を
示
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
に
相
対
日

射
率
が
20
％
の
森
林
が
一
様
に
存
在
し
て
い
る
と

仮
定
し
た
状
態
で
気
象
条
件
で
あ
る
日
射
量
と
降

水
量
の
み
の
影
響
に
よ
る
危
険
日
数
の
推
定
値
で

す
。
１
９
９
５
〜
２
０
１
６
年
に
お
け
る
22
年
間

の
平
均
値
で
あ
り
、
葉
量
な
ど
森
林
の
状
態
に

よ
る
影
響
は
含
み
ま
せ
ん
。
関
東
平
野
の
北
部
、

東
海
地
域
、
瀬
戸
内
沿
岸
に
発
生
危
険
日
数
の
多

い
地
域
が
広
く
み
ら
れ
ま
す
。
日
射
量
と
降
水
量

か
ら
み
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
冬
季
に
雨
が

降
ら
な
い
時
期
が
あ
る
こ
と
が
原
因
で
、
潜
在
的

に
林
野
火
災
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
地
域
と

い
え
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
こ
の
３
地
域
の
森
林
の
状
態
を
勘

案
す
る
と
、
関
東
平
野
の
北
部
で
は
葉
量
の
多
い

ス
ギ
林
な
ど
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

森
林
で
は
相
対
日
射
率
が
低
く
な
り
ま
す
。
一
方

で
、
瀬
戸
内
沿
岸
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
マ
サ

土
を
主
と
す
る
土
壌
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

森
林
が
広
く
分
布
し
、
東
海
地
域
で
は
瀬
戸
内
沿

岸
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、
マ
サ
土
が
一
部
分
布

し
て
お
り
、
瀬
戸
内
沿
岸
に
あ
る
森
林
と
関
東
平

野
の
北
部
に
あ
る
森
林
が
混
在
し
て
い
る
森
林
に

な
っ
て
い
ま
す
。
マ
サ
土
を
主
と
す
る
土
壌
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
森
林
で
は
、
葉
量
の
多

い
森
林
に
ま
で
成
長
し
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、

相
対
日
射
率
が
高
い
森
林
と
い
え
ま
す
。
瀬
戸
内

沿
岸
地
域
が
林
野
火
災
の
頻
発
す
る
地
域
の
一
つ

と
言
わ
れ
る
の
は
、
葉
量
や
日
射
量
・
降
水
量
な

ど
の
状
況
か
ら
林
床
可
燃
物
の
乾
燥
が
進
み
や
す

く
、
林
野
火
災
発
生
危
険
日
が
多
い
森
林
が
広
く

分
布
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

3

4
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三重県

北伊勢

南伊勢

尾鷲熊野

奈良県

滋賀県 愛知県

● 三重森林管理署

伊賀

七里御浜

七
里
御
浜
の
松
林
を

守
り
育
て
る
、
地
域
の
力

近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

三
重
森
林
管
理
署管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

三重県亀山市本町１-７-１３

５７７千ha
うち森林面積   ３７２千ha
うち国有林面積 ２４千ha

１県１１市７町
三重県、津市、四日市市、松阪市、桑名市、鈴鹿市、

尾鷲市、亀山市、熊野市、いなべ市、志摩市、伊賀市、

菰野町、大台町、大紀町、南伊勢町、紀北町、御浜町、

紀宝町

三重森林管理署は、三重県内の森林面積の約６％（約２４千ha）に

相当する国有林の管理経営を担っています。国有林の人工林率は４８ 

％、分布は大きく分けて、三重・奈良県境を南北に走る台高山脈と三重・

岐阜県境の養老山系及び三重・滋賀県境の鈴鹿山系にあり、気候の

地域差が大きく、多様な動植物が生息する森林から住民の生活を守る

防風林など、多様な森林があるのが特徴です。

　これらの森林の特性を活かし、公益的機能の維持増進を行いつつ、

持続可能な管理を進めています。

　

日
本
各
地
に
広
が
る
海
岸
沿
い
の
マ
ツ
の
防
風

林
（
防
風
保
安
林
）
は
、古
く
か
ら
、強
風
や
潮
害
、

飛
砂
か
ら
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
自
然
の
防
災
施

設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

三
重
森
林
管
理
署
に
は
、
熊
野
灘
に
面
し
た
海

岸
沿
い
に
、
ク
ロ
マ
ツ
林
で
構
成
さ
れ
て
い
る
広

大
な
七
里
御
浜
国
有
林
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
松
林

は
、
熊
野
灘
か
ら
の
強
い
潮
風
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
地
元
の
新
宮
藩
が
ク
ロ

マ
ツ
を
植
栽
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
現
在
ま
で

人
々
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
う
し
た
歴
史
あ
る
七
里
御
浜
国
有

林
に
お
い
て
、
地
域
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
松

林
再
生
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

七
里
御
浜
風
致
探
勝
林
：
林
野
庁

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kokuyu_rinya/kokum

in_m
ori/

katuyo/reku/rekum
ori/shichiri.htm

l

三重署管内国有林野 森林計画区界

七
里
御
浜
国
有
林
の
概
要

七
里
御
浜
は
、
熊
野
市
か
ら
紀
宝
町
ま
で
約

25
㎞
続
く
、
日
本
で
最
も
長
い
砂
礫
海
岸
で
、

海
岸
線
に
沿
っ
て
広
が
る
幅
約
１
２
０
ｍ
の
松
林

深緑の松林 長さ２５kmにもおよぶ七里御浜の松林
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令
和
７
年
度
の
取
組

協
議
会
の
設
立
、
Ｇ
Ｇ

(

グ
リ
ー
ン
・
グ
ロ
ー)

作
戦

の
取
組

お
わ
り
に

植林をしている様子

苗木の乾燥を防ぐための干し草を敷く作業

　

松
枯
れ
被
害
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
昭
和
62
年

に
三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
の
呼
び
か
け
で
、
松

林
の
保
全
を
活
動
目
的
と
す
る
「
七
里
御
浜
松
林

を
守
る
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
紀
宝
町
、
御
浜
町
、
熊
野
市
と
三
重
県
（
熊

野
農
林
事
務
所
）、
環
境
省
（
近
畿
地
方
環
境
事

務
所
）、
三
重
森
林
管
理
署
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
は
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

平
成
５
年
度
か
ら
20
年
以
上
に
わ
た
り
、
マ
ツ
の

植
栽
に
よ
る
保
全
と
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
型
の
植
樹
・
清
掃
活
動
で
あ
る

Ｇ
Ｇ
（
グ
リ
ー
ン
・
グ
ロ
ー
）
作
戦
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｇ
作
戦
で
は
、
約
１
万
本
の

マ
ツ
を
植
栽
し
、
松
林
の
再
生
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
延
べ
約
４
，
８
０
０
人
に
上

り
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
地
域
関
係
者
と
の

交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
み
む
ろ
ぐ
ん

お
わ
り
に

　

長
年
続
く
活
動
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
植
栽
だ

け
で
な
く
、
下
刈
等
の
保
育
作
業
も
必
要
と
な
っ

て
く
る
中
で
、
今
後
も
継
続
し
て
松
林
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
関
係
者
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
幅
広
い
世
代
に
参
画
を
呼
び
掛
け
な

が
ら
、
次
世
代
の
担
い
手
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
七
里
御
浜
は
潮
風
が
非
常

に
強
く
、
乾
燥
や
塩
害
と
い
っ
た
厳

し
い
生
育
環
境
に
加
え
、
ノ
ネ
ズ
ミ

や
ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
被
害
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
植
栽
し
た
苗
木
の
活
着

率
の
向
上
や
、
育
成
・
管
理
に
工
夫

が
必
要
で
あ
り
、
専
門
家
の
意
見
な

ど
も
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

七
里
御
浜
国
有
林
は
、
美
し
い
景

観
と
歴
史
を
も
ち
な
が
ら
、
地
域
の

暮
ら
し
を
守
る
防
風
林
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
三
重

森
林
管
理
署
で
は
、
こ
の
松
林
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
地
域
と
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
Ｇ
Ｇ
作
戦
な
ど
の
取

組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

地元の子供たちとの清掃活動

紀宝会場での集合写真

　

令
和
８
年
２
月
に
は
、
七
里
御
浜
国
有
林
内
の

３
会
場
（
熊
野
市
、
御
浜
町
、
紀
宝
町
）
で
29
回

目
と
な
る
「
令
和
７
年
度
七
里
御
浜
防
風
林
Ｇ
Ｇ

作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
を
は
じ
め

と
す
る
１
３
０
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

松
く
い
虫
に
強
い
耐
性
を
持
つ
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ

の
苗
木
を
、
計
２
４
０
本
植
栽
し
ま
し
た
。
植
栽

時
に
は
、
苗
木
の
活
着
を
促
す
た
め
、
腐
葉
土
を

混
ぜ
込
ま
せ
る
と
と
も
に
、
乾
燥
に
よ
り
苗
木

が
枯
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
周
り
に
干
し
草
を

敷
き
詰
め
る
新
た
な
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
植
栽
会
場
周
辺
や
海
岸
の
清
掃
活
動
も
行

い
ま
し
た
。

は
、
す
べ
て
国
有
林
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の

海
岸
線
と
松
林
の
美
し
さ
か
ら
、
林
野
庁
で
は
、

平
成
29
年
に
「
日
本
美
し
の
森
お
薦
め
国
有
林
」

の
一
つ
に
選
定
し
て
そ
の
特
色
や
見
ど
こ
ろ
、
歴

史
的
な
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
昭
和
30
年
代
以
降
、
特
に
昭
和
50
年

代
後
半
か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
数
万
本
の
マ
ツ

枯
れ
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
、
被
害
は
落

ち
着
い
て
い
る
も
の
の
、
高
木
の
マ
ツ
の
多
く
が
枯

死
し
た
こ
と
に
伴
い
、
広
葉
樹
が
増
え
て
、
マ
ツ
と

の
混
交
林
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
元
年
に
は
台
風
に
よ
る
高
波
や

暴
風
の
影
響
に
よ
り
、
松
林
の
侵
食
や
塩
害
に
よ

る
マ
ツ
の
枯
死
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
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❷ 森林の土地の所有者届出制度の
　　林野庁ウェブサイト

❶ 森林の土地の所有者届出制度の概要

森林の土地の所有者届出制度において、新たに所有者となった方が提出する「森林の土地の所有者届出書」の
様式が改正され、この４月から、所有者となった方の国籍等を新たに記載していただくことになりました。
林野庁ウェブサイトでは、制度を紹介するパンフレットと、届出書をパソコンで作成できる届出書作成支援
ファイル（エクセル形式）を公開しています。
　最新の森林所有者を市町村が把握することで、例えば、所有者の方への働きかけがしやすくなるため、森林の集積・
集約化などにつながり、地域の適切な森林づくりが円滑に進むことが期待されます。相続などで森林を取得された
場合は、忘れずに市町村への届出をお願いいたします。

　制度概要のパンフレットや届出書作成支援ファイル
のほか、届出書の様式・関係通知等は、林野庁ウェブ
サイトから入手することができます。なお、届出方法
などの具体的な運用は市町村により異なることがあり
ますので、届出先の市町村の指導に従って作成・提出
をお願いします。

   森林の土地の所有者届出制度（林野庁ウェブサイト） 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/todokede/

森林法では、森林の土地の所有者となった方は、所有
者となった日から９０日以内に、取得した土地のある
市町村長へ届出を行うことが義務付けられています。
　売買契約のほか、相続、贈与、法人の合併などに
より森林の土地を新たに取得した場合は、個人か法
人かによらず、全て提出が必要です。
　なお、不動産登記とは別の制度であり、相続や売
買による所有権移転登記を実施した場合であっても、
この届出は必要ですのでご注意ください。
　ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の
届出を提出した場合には、森林の土地の所有者届出
は不要となります。

「森林の土地の所有者届出書」
の様式が変わりました

制度概要のパンフレット▶ 
https://www.rinya.maff.
go.jp/j/keikaku/todokede/
attach/pdf/index-13.pdf

森林の土地の所有者届出書
作成支援ファイル▶ 
https://www.rinya.maff.
go.jp/j/keikaku/todokede/
attach/xls/index-3.xlsx
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
２
０
２
６
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
の
永
田
愛
実
で
す
。

　

み
ど
り
の
大
使
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
約
２
ヶ
月
が
経
ち
、
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
長
崎
で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
森
や
木
は
「
そ
こ
に
あ
る
の
が
当
た
り
前
」

の
存
在
で
し
た
。
し
か
し
今
は
、
そ
の
当
た
り
前
の
景
色
の
裏
側
に
、
た
く
さ
ん
の
人
の
手
と
長
い
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
き
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

２
月
末
に
「
緑
の
雇
用
ポ
ス
タ
ー
」
の
撮
影
で
、

千
葉
県
君
津
市
の
森
を
訪
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
森

林
組
合
の
皆
さ
ん
に
伐
倒
の
様
子
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
木
に
切
り
込
み
を
入
れ
、

倒
れ
る
方
向
を
計
算
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い

く
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
、
技
術
の
高
さ
に
驚

「
緑
の
雇
用
ポ
ス
タ
ー
」

　

３
月
に
は
山
梨
県
緑
化
推
進
機
構
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
山
梨
県
の
林
業
を
視
察
し
ま
し

た
。
苗
木
づ
く
り
か
ら
木
材
加
工
ま
で
、
い
わ
ゆ

る
「
川
上
か
ら
川
下
ま
で
」
の
流
れ
を
実
際
に
見

な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
森
づ
く
り
の
始
ま
り
が
と
て
も

小
さ
な
「
種
」
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
木
は
〝
そ
こ
に
あ
る
も
の
〞と
い
う
感

山
梨
視
察
、
苗
木
生
産

　

ま
た
、
木
材
加
工
の
現
場
で
は
一
本
の
木
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
に
姿
を
変
え
て
い
く
様
子
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
建
物
の
柱
や
板
材
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
枝
葉
や
端
材
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

燃
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
木
は
本
当
に
無

駄
な
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
森

を
守
り
な
が
ら
資
源
と
し
て
生
か
し
て
い
く
林
業

を
通
じ
た
循
環
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
森

と
人
と
の
繋
が
り
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
る
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
現
場
で
学
ん
だ
こ

と
や
出
会
っ
た
方
々
の
想
い
を
、
み
ど
り
の
大
使

と
し
て
多
く
の
方
に
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

山
梨
視
察
、
木
材
加
工

き
ま
し
た
。
木
が
倒
れ
る
瞬
間
の
「
メ
キ
メ
キ
」

と
い
う
音
と
と
も
に
大
き
な
音
を
立
て
て
倒
れ
る

光
景
は
、
思
わ
ず
息
を
の
む
ほ
ど
で
し
た
。
同
時

に
、
安
全
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
作
業
さ

れ
て
い
る
姿
か
ら
、
林
業
の
現
場
の
責
任
の
重
さ

も
感
じ
ま
し
た
。

覚
で
、
種
の
存
在
を
意
識
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
普
段
私
た
ち
が
目
に
す
る

大
き
な
木
も
、
最
初
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
種
か
ら

育
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
苗
木
を
育
て
、
植

林
し
、
何
十
年
も
か
け
て
森
に
な
っ
て
い
く
。
普

段
の
生
活
で
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
長
い
時
間
の

積
み
重
ね
を
知
り
、
森
を
見
る
目
が
少
し
変
わ
っ

た
気
が
し
ま
す
。

「毎年チャレンジで、毎年１年生」
愛実のつなぐ・届ける・森の声

　この言葉は、苗木生産の現場を見させていただいた際に、有限会社 明見緑化の宮下さんから

いただいた言葉です。長年この仕事をしていても、「毎年１年生の気持ちなんだよ」とおっ

しゃっていたことに、私はとても驚きました。理由を伺うと、苗木づくりはその年の天候や気

温、雨の量によって状況が大きく変わるため、経験があっても同じようにはいかないそうで

す。種をまく時期や水を与えるタイミングも、その年の様子を見ながら考えていると聞き、自

然と向き合う仕事の奥深さを感じました。

公益社団法人国土緑化推進機構ウェブサイト「みどりの大使」▶ 
https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/

みどりの

大使
が行く！

2026
ミス日本みどりの大使

永田 愛実
な が た 　 ま な み
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